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文責：福田

・・・水の事故に注意しましょう・・・

暑さが厳しくなり水遊びが楽しい季節になりました。この時期、身近な場所

である家庭の中にも水の事故の危険性があります。お風呂や洗濯機、家庭用の

小さなビニールプールです。幼児は大人に比べて頭の割合が大きいので、中を

覗き込んだ時にバランスを崩しやすく、わずか１０センチほどの水の深さでも

すぐには起き上がれず、溺れてしまう可能性があります。

・子どもだけでの水遊びはしない

・お風呂後は直ちにお湯を抜く

・洗濯機や洗面台を覗く台のようなものを置かない

・水遊びの最中はそばを離れない

子どもたちを守ってあげられるのはいちばん身近な大人です。普段の生活にひ

そむ危険を知って、健康・安全な生活を送れるように、「こんなことはないだ

ろう」と思わず、「もしかしたらあるかもしれない」と考えて細かな注意をし

ましょう。

※近頃の子どもたちは、皮膚の弱いお子様が多く、その後の皮膚トラブルにつながる恐れが

あります

虫刺されや湿疹をかゆがり、汚れた爪で皮膚を傷つけてしまうと細菌が感染

し「とびひ」になりやすいです。水泡になったり傷口が広がってきたら、受診

をお勧めします。また爪を切っておくことも忘れずに。

セミの声がにぎやかに聞かれ、その姿を求めて園庭をそろそろと探し回るか

わいい子ども達の様子が見られる頃になりました。先生たちは自然の中でのび

のびと遊ぶ子ども達の集中している姿を見るのが大好きです。

この時期、夏の旅行などの計画を立てていらっしゃるご家庭も多いかと思い

ます。外出先では、安全に気を配り楽しい思い出をたくさん作っていらしてく

ださいね。

自然豊かな場所に出かけるときは、

虫刺されや、草木かぶれに注意しましょう

白っぽい洋服で出かけましょう・・・スズメバチは黒や黄色いものを攻
撃する習性があります。

長袖、長ズボン・・・露出が多いと、草木で傷ついたりします。


